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演題 ： 糖尿病患者に生じる認知症とそのステルス因子

所属 ： 医療法人 北辰会 天の川病院 糖尿病内科 部長
氏名 ： 福田 拓也 先生

第80回全国臨床糖尿病医会学術集会 日時：2025年9月7日（日） 会場：第一ホテル両国5F 北斎

認知機能低下の原因疾患として最も頻度が高いのはア

ルツハイマー型認知症ですが、 血管性認知症やレビー

小体型認知症、 神経原線維変化型認知症といった病態

も鑑別疾患として考慮する必要があります。 脳内へのア

ミロイド沈着を特徴とするアルツハイマー型認知症の確

定診断においてアミロイドPET検査は重要で、 アルツハ

イマー型認知症と臨床診断された方のアミロイドPETの

陽性率は70%との報告があるため、 抗アミロイドβ抗体

薬を投与する上で必要な検査の選択肢のひとつとなって

おります。 現時点で医療保険が適用となる抗アミロイド

β抗体薬の治療対象は軽度認知障害の方ですが、 プラ

セボと比較して認知機能低下を抑制する効果は限定的

であり、 そのコストに比して成果不十分な印象がありま

す。 そこには抗アミロイドβ抗体薬の “残余リスク” とで

も言うべき、 認知機能を低下させる他の因子の存在が

示唆されます。

本日の発表におきまして、その存在は確かにあるのに

臨床現場において認知されていない “ステルス”的な物質、

4-Hydroxynonenal (4-HNE) をご紹介させて頂き、 4-HNE

とアルツハイマー型認知症の密な関係、 糖尿病患者に

おける4-HNEの病的意義、 さらにアルツハイマー型認知

症発症において重要な因子であるAPOE遺伝子および

アルツハイマー型認知症発症に関与している可能性が

示唆されているALDH2変異型アレルと4-HNEとの関連性、

ALDH2変異型アレル保持者が飲酒した際に高まる脳内

アセトアルデヒドによって生じる内因性の4-HNEの影響な

どについて、文献レビューを行わせて頂きました。

またリノール酸を高温加熱した際に4-HNEが生じます

が、そのような外因性の4-HNEが経口的もしくは経静脈

的に体内に入ることにより、 肝臓や脳などに異常を生じ

ることが報告されております。 それを踏まえまして本日、

外食産業でしばしば遭遇します長時間高温加熱された劣

化油の危険性をお伝えし、将来の認知機能に不安のあ

る糖尿病の方への食事指導として、 4-HNEの弊害から

脳を守るため 「油物を控えてみませんか」、 「お酒を控え

てみませんか」 とお伝え頂くことをご提案致しました。
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